平成１９年豊川市議会第４回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）①‐１
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	緑風会代表　大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　　言　　　　　　　　　の　　　　　　　　　要　　　　　　　　　旨
	１　市長がマニフェスト、選挙公約、所信表明で約束された政策について

市長は、マニフェストを掲げ選挙戦を戦われ、市民の信任を勝ち取られました。

そこで、各々の政策について、マニフェストが具備すべき要件、
すなわち　　①　事業内容　；　具体的な事業内容

②　実施時期　；　実現までのタイムスケジュール

③　事業規模　；　どのくらいの費用で

④　財　　源　；　財源の手当て、見込み

を事後検証可能な形で、マニフェストに掲げられた下記の政策ごとに伺います。

(１)　新市民病院建設について

(２)　子供の医療費無料化の拡大

(３)　小坂井町との合併

(４)　第２・４土曜日午前中の窓口業務の開庁

(５)　豊川海軍工廠跡地に平和公園の設置

(１)の新市民病院建設についての項では、マニフェストの中で「国府駅、豊川駅、諏訪駅から病院直行バスを設置する。」とされています。病院へのバス運行経費はどのくらいと見積もって見えるのでしょうか。伺います。

次に、市長が初登庁された、１０月２２日から１２月１０日までで、ちょうど５０日が経過します。

この５０日で、就任後すぐに行うとして掲げられた５つの重要政策

(１)　医療環境に恵まれ、看護学校を併設した、新市民病院の建設

(２)　陸上競技場を全天候グラウンドに改修

(３)　子育て支援に向けた、子どもの医療費無料化の拡大と１７年度に値上げした保育料の値下げ

(４)　高齢者福祉の窓口として、国の基準に合わせて、中学校区ごとに地域包括センターを設置

(５)　宝飯郡小坂井町との早期の合併協

についてどのようなことが行われたのか、あるいは、どのようなことが行われようとしているのか伺います。


平成１９年豊川市議会第４回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）①‐２
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	緑風会代表　大　野　良　彦

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１２月４日付の東愛知紙によれば、市長は今年の１０大ニュースの３番目として「山脇市政スタート」を挙げられたそうです。
どのような内容のスタートが切られたのでしょうか。
また、同日の中日紙には、最大の課題である市民病院建設について、市長は「建設場所を決める検討委員会の設置に向けて動いている。研修医や勤務医を派遣している名市大とも引き続き協力を求め、話し合いを進めている。」との報道がありました。どのような話し合いが進んでいるのでしょうか。

市長は、選挙期間中に配布された法定ビラの中で「安くて広く便利な土地は諏訪以外に沢山あります。」とされ赤い字で「山脇実が当選すれば、建てられるのです。」と訴えられました。

市民は、市長が掲げられた夢多い政策の実現、とりわけ新市民病院の早期完成を胸膨らませて待ち望んでいます。

市民の審判が下り、１３万７千の豊川市民の行方は、新市長に託されました。われわれ緑風会も当然のこととして、市民の審判に従い、新市長の政策の実現に尽力させていただきたいと考えています。

どうか、夢多く明るい豊川の未来が展望できるご答弁をお願いいたします。


平成１９年豊川市議会第４回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）②
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	清政会代表　川　上　陽　子

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　所信表明について

　　　国、地方において財政運営の非常に厳しい状況にあると予測される中、市民の信任を受け、新市長が誕生し市政運営を託された。市政発展のため、今後、健全な市政運営を市民の声に耳を傾けつつ、積極的な取り組みで公約を実施すべきであると考えます。

　　　また、１２月定例会の冒頭には、所信表明をされ、今後４年間の市政運営を実施する政策が具体的に示されます。

そこで、所信表明の政策実施について伺います。

２　公約の実現について

　　　市長は、選挙期間中マニフェストを掲げ「私がお示しする政策は、１期４年間で、私が実現するお約束です」と多くの市民に約束されました。市民の期待と信頼を裏切る事なく公約を実施すべき責務があると考えます。

そこで、公約の実現について伺います。


平成１９年豊川市議会第４回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）③

	通 告

月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	新生豊川代表　中　村　直　巳

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　市長の所信表明について
　　　今回の選挙は、政党や団体の推薦を受け、優勢が伝えられた現職に対し、ミニ集会や個人演説会など、草の根選挙を展開された新市長が、結果として１万１千票の大差をつけて当選された。

新聞等を見ると、市民病院建設候補地の見直しや子どもの医療費無料化の拡大など、多くのマニフェストに対し有権者の賛同を得たのと同時に、多くの市民が変革を望んだと分析している。

　　　そこで、所信表明に掲げられた政策のうち、次の７項目について伺う。

(１)　新市民病院建設について、地域の中核病院としての施設整備、建設に至るまでの進め方、看護学校の併設について

(２)　子どもの医療費無料化の拡大について、進め方とその必要な財源

(３)　小坂井町との合併について、同町はもともと職員数が少なく合併に伴う人件費の削減効果は少なく、また基盤整備も遅れていると認識している。そんな中、早期合併を表明した理由

(４)　健全な行財政運営のできるまちづくりに関して、本市の経常収支比率は、ここ数年、上昇の一途をたどっている。財政の硬直化が懸念されるが、改善にむけて分母である歳入の増加と分子である歳出の削減について、どのように取り組まれるか

(５)　住民参加と協働のまちづくりにおける、寄付条例の考え方

(６)　快適で活力あふれるまちづくりのうち、門前の活性化、いなり寿司ブランドの全国展開、市観光協会への支援拡大の市長の考え方

(７)　個性豊かな子どもがのびのびと育つまちづくりについて、英語指導助手、ポルトガル語指導助手の増員の考え方


平成１９年豊川市議会第１回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）④‐１
	通 告

月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	公明党市議団代表　波 多 野　　年

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　　言　　　　　　　　　の　　　　　　　　　要　　　　　　　　　旨
	市長の所信表明について以下の点について市長の所見を伺う。

１　新市民病院建設問題について

　　　諏訪地区での建設計画を見直し、検討委員会を設置し、多角的な意見集約を行う中で、改めて建設計画を進めるとのことだが以下について伺う。

　(１)　市民病院の現状認識について

　(２)　「まちづくり三法改正」とりわけ都市計画法改正による市民病院の建設規制の見解

　(３)　意見広告の「市民病院は市街化調整区域に建てられない」は本当か？に対する所見

　(４)　当然ながら「まちづくり三法の改正」を踏まえ代替地の目途があって諏訪地区での建設計画を見直すこととしたと思うが、市長が考える候補地と選挙で表明した５年以内の建替えの見込みと建設事業スケジュールについて

　(５)　候補地選定に行き詰った時でも諏訪地区での建て替えに反対されるのか

　(６)　検討委員会の位置付けについてと未だ具体的な動きがないが、いつから立ち上げるのか

　(７)　検討委員会を立ち上げる前に自ら県に出向き市長が建設地の見直しで訴えたような土地に建設が可能か確認し、さらに候補地として挙げられた名大に出向き意向確認など協議をすべきと考えるが見解を伺う。

　(８)　諏訪地区での建設に全面的な協力を約束している名市大に対して諏訪地区での見直しに対する意向確認を自ら出向きおこなうべきだが見解を伺う。もし確認済みでしたら差し障りがなければ披瀝願います。

２　看護学校併設について

　(１)　看護師不足に対応するための診療報酬の見直しや、この地域においても大学に看護科の設置の動きなど看護師を取り巻く状況に変化が見られる中で、所信では供給体制を勘案しながら、民間活力の導入も含め設置について検討とのことだが、この民間活力の導入について具体的に伺うと共に、取り巻く状況が変化を見せている中での看護学校併設に対する所見を改めて伺います。
(２)　併設した場合のランニングコスト・学生確保見込み及び市内の医療機関に対する貢献度など費用対効果について伺う。


平成１９年豊川市議会第１回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）④‐２

	通 告

月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	公明党市議団代表　波 多 野　　年

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　　言　　　　　　　　　の　　　　　　　　　要　　　　　　　　　旨
	３　市民参加型の市政運営並びに首長のリーダシップについて

市長は立候補表明後も一貫して市長は市民の声を聞いていない、今の市政は市民の声を全く聞いていない、強引な市政運営をやめさせたいとし、自らは市民の声を十分聞いて市政運営に努めると訴え、所信でも市民参加型の市政運営に努めると表明されたが以下について所見を伺う。

　(１)　強引な市政運営、市民の声を聞いていないと断じた根拠について所見を伺う。

　(２)　従来の市民参加型市政運営とはどう違うのか、どの様な手法で市民の声を聞き市政に反映させるのか伺う。

　(３)　分権時代における特色あるまちづくりや改革実行、公約の実現のためには、市民参加型の市政運営と共に課題に応じた首長のリーダシップも求められているが、首長のリーダシップについての所見を伺う。

４　施策の柱「福祉と文化のまち、スポーツの盛んなまちづくり」について

　(１)　「福祉と文化のまちづくり」を「福祉と文化のまち」としたが、「まち」と「まちづくり」では若干意味合いが違うが、なぜ変更されたのか伺う。

　(２)　所信表明で「福祉と文化のまち」の「まち」の概念についてふれていないが、市長の思い描く「福祉と文化のまち」とは、どの様な概念の「まち」か、改めて所見を伺う。

　(３)　「文化」については具体的に何も述べていないが、「福祉と文化のまち」について具体的に今後どう取り組んでいかれるのか伺う。

　(４)　所信での取り組みでは市民のスポーツ活動が充実するとは思われないが、「スポーツの盛んなまちづくり」にどう取り組まれるのか伺う。

　(５)　陸上競技場の改修内容について伺う。公認競技場とした時のランニングコストと費用対効果について所見を伺う。

５　特別職退職金について

　(１)　退職金の返上では公選法違反となることを承知でこのような表現をされたのか伺う。

　(２)　公約を適正に履行するには条例改正が必要だがいつ改正案を上程されるのか伺う。

　(３)　副市長や教育長の退職金見直しについての市長の所見を伺う。


平成１９年豊川市議会第４回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）⑤
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	市民フォーラム豊川代表　冨　田　　　潤

	
	
	質問の種別
	代表質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　市長の所信表明及びマニフェストについて

　　　山脇市長の所信表明に対して、市民フォーラム豊川を代表いたしまして、市長のお考えを伺います。

　　　本年９月に行われました豊川市長選挙は、選挙運動用ビラ、いわゆるマニフェストに関して、公費負担になった初めての選挙でした。まさに、第１回マニフェスト選挙と呼んでも過言ではない、初めての政策選挙が繰り広げられました。
　　　豊川市民の支持を得た山脇市長には、マニフェストという有権者との約束に従った、４年間の市政運営を心よりお願いして、以下伺います。

　(１)　所信表明の内容について

　(２)　マニフェストに関する内容について


平成１９年豊川市議会第４回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）⑥－１
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	日本共産党豊川市議団代表　佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	代表質問及び一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　言　　　　　　　　の　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
	＜代表質問＞

　　市長の所信表明に関わって、以下、市政運営を具体的にどのように考えられるか伺います。

１　新市民病院建設について

　(１)　東三河の公立病院の医師不足の現状の認識と、本市民病院の今後の医師確保の不透明さの認識について
　　　　また、新市民病院建設にあたっては、医師確保をはじめ、だれもが安心してかかれる病院にすることを最優先にするお考えについて

　(２)　医師、看護師など、現場で働く人々、患者や市民などの意見を充分ふまえ、構想の策定、場所の決定を行う考えについて
　　　　また、検討委員会の構成メンバーの考え方について

　(３)　候補地として、なぜ、名大太陽地球環境研究所を第１と考え、一定の民意のある諏訪地区を外すのか

２　子育て支援について

　(１)　乳幼児医療費無料制度拡大の今後の考え方

　(２)　児童館建設の今後の考え方

３　格差、貧困問題への対応について

　(１)　高齢者、青年等の、近年の所得状況の認識について

　(２)　本市の具体的な対応　国保料、介護保険料、住宅、青年の雇用問題対策について
４　企業用地開発について

　(１)　大木小牧地区の企業用地開発計画の進捗状況について

　(２)　大木、御津の企業用地開発について、それぞれの開発地域への企業誘致について、地元企業との関連性や発展性、雇用の見通しについて


平成１９年豊川市議会第４回定例会代表質問一覧表（代表質問会派順）⑥‐２
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	日本共産党豊川市議団代表　佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	代表質問及び一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	＜一般質問＞

１　豊川市・音羽町・御津町合併について

　(１)　音羽町の学童保育の実施状況と課題について

　　　　また、学童保育を全市域午後６時半まで延長する考えについて

　(２)　音羽町のデイサービス・児童館の社協への委託と今後の考え方について

　(３)　御津町、小坂井町の給食組合解散後の共同調理場の運営は、現行と変わらないか

　　　　また、現調理員等の雇用について

２　後期高齢者医療について

　(１)　保険料はじめ、現在明らかになっている４月からの実施内容について

　(２)　健診事業はどのようになるのか

　(３)　低所得者の保険料の引き下げ、保険証の取り上げをしないことなど、高齢者を医療から締め出さない対応が必要と思うが、本市としてどのように考えるか


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	１１・２９
	通  告  者  名
	今　泉　淳　乙

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　市長選挙期間中の選挙チラシ並びにマニフェストについて

市長は、先の選挙において、１１，０００票という大差を持って当選されました。

しかし、この票差のひとつは、「病院は緑豊かな場所こそ望ましい」という市民意識がはたらいた結果ではないでしょうか。

すでに、初登庁以来１ヶ月半がたちました。今、市民の最大関心事は計画どおり病院ができるか、医師不足になりはしないか、ということであります。医療関係者の意向を無視した結果、医師不足が生じたということがあってはなりませんし、さらに、医師がいない病院に充分な医療を期待することはできません。

医師不足を招かないためには、公約期日どおり市民病院を建設しなければなりません。

その他、市長は数々の公約を掲げられました。

そこで、伺います。

　(１)　新市民病院建設について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）②
	通 告
月 日
	１１・２９
	通  告  者  名
	太　田　直　人

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　市長選挙期間中の選挙チラシ並びにマニフェストについて

市長は、先の選挙において、１１，０００票という大差を持って当選されました。

しかし、この票差のひとつは、「病院は緑豊かな場所こそ望ましい」という市民意識がはたらいた結果ではないでしょうか。

すでに、初登庁以来１ヶ月半がたちました。今、市民の最大関心事は計画どおり病院ができるか、医師不足になりはしないか、という点にあります。医療関係者の意向を無視した結果、医師不足が生じたということがあってはなりませんし、さらに、医師が不足した病院に充分な医療を期待することはできません。

医師不足を招かないためには、公約期日どおり市民病院を建設しなければなりません。

また、市長は、その他数々の事業公約を掲げられました。

そこで、伺います。

　(１)　看護学校について

　(２)　高齢者・子育て支援について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）③
	通 告
月 日
	１１・２９
	通  告  者  名
	石　原　政　明

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　市長選挙期間中の選挙チラシ並びにマニフェストについて

市長は、先の選挙において、１１，０００票という大差を持って当選されました。

しかし、この票差のひとつは、「病院は緑豊かな場所こそ望ましい」という市民意識がはたらいた結果ではないでしょうか。

すでに、初登庁以来１ヶ月半がたちました。今、市民の最大関心事は計画どおり病院ができるか、医師不足になりはしないか、という点にあります。医療関係者の意向を無視した結果、医師不足が生じたということがあってはなりませんし、さらに、医師が不足した病院に充分な医療を期待することはできません。

医師不足を招かないためには、公約期日どおり市民病院を建設しなければなりません。

また、市長は、その他数々の事業公約を掲げられました。

そこで、伺います。

　(１)　諏訪地区開発について

　(２)　産業・観光支援について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）④

	通 告

月 日
	１１・２９
	通  告  者  名
	美　馬　ゆきえ

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	市長に以下の点について伺う。

１　公約の実現について

市民は今、市長が先の選挙の折に掲げられた公約が、いささかの修正もなく実現されることを信じて疑わないと思うが、市民の代表である市議としての立場から、あらためて、特に、次の２件について具体的な方針を尋ねる。

　(１)　市民病院建設について

　(２)　子どもの医療費無料化拡大について

２　市長の市政運営への考え方について

　(１)　基本姿勢について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤

	通 告

月 日
	１１・２９
	通  告  者  名
	柳　田　通　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　豊川市職員の資質向上について

　　　市政を取り巻く環境は、地方分権改革の進行で大きく変化しつつあり、地方分権の当事者として、自己決定や自己責任などが強く求められてきています。つまり、ＮＰＯ、主婦、学生、そして企業などとの協働によって、新しい共生社会への地域づくりが模索されているわけです。

　　　このような激動する自治体の環境の中においては、市職員の能力開発は重要な課題であり、また、職員の力を最大限に引き出し、そして生かしていくという柔軟な組織運営のあり方を考えた時、より一層の職員の資質向上を図る施策が重要であることは言うまでもありません。加えて、少数精鋭でサービスの向上を目指す改革へと繋げていくことが必要であると考えます。

　　　また、過日発表された「第７回豊川市市民意識調査報告書」の市政に対する満足度調査結果の中で、「職員の資質や人件費削減」を重要課題として捉え、さらなる努力を求めている市民が多いという結果が発表されています。

　　　豊川市は、特に、「人づくり」を目標に掲げてきたわけであり、新市長となっても、その方針は不変のものと思います。

　　　一方、職員は、組織目標にコミットメントし、働きがいを感じながら職務を遂行することが必要です。このため、市の施策に対して全職員がベクトルを合わせ、一丸となり、高いモチベーションを持つ中で、働きがいを感じながら職務が遂行できるような環境を構築し、効率のよい市政運営を図ることを、市民は期待しています。

　　　そこで、豊川市職員における資質向上の有力な方策でもある、職員教育の現状と今後の方針、目標管理制度の本格的導入計画、また、少数精鋭で市政運営に臨むための施策などについて伺います。


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	１１・２９
	通  告  者  名
	塚　越　恒次郎

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　地域密着型サービスについて

　　　現在、急速に高齢化が進む中で、施設中心の看護受け入れ体制では対応できなくなることは明白であり、今後の介護のあり方として、「施設」から「在宅」への転換を打ち出し、平成１８年４月の介護保険法改正の中で、新たなサービスとして、地域密着型サービスが創設されました。

　　　本市には、現在３２の居宅介護支援事業所を始め、利用者の状態によって選択できる、いろいろなサービスがあり大変便利になってきています。

　　　そこで、伺います。

　(１)　地域密着型サービスの現状と今後の展開について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	１１・３０
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　新市民病院敷地内に看護学校を建設されるお考えについて

　　　山脇市長は、市長選で新市民病院計画の見直しを掲げました。その中で、平面駐車場と敷地約７万平方メートルの確保、看護学校併設を訴えられました。

　　　そこで、次のことをお伺いします。

(１)　山脇市長の新市民病院建設敷地内の看護学校建設に向けたお考えについて

(２)　看護師不足の動向について

(３)　予想される看護学校の建設費及び開校にかかる費用（運営費）について

(４)　教師、専門講師等人材確保について

(５)　宝陵高校看護科との今後の連携について

(６)　広域的な看護師養成についてのお考え


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧
	通 告
月 日
	１２・　３
	通  告  者  名
	榊　原　洋　二

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　学校施設整備の課題と校区の見直しについて

　　　音羽町・御津町との合併により、市域が広がるとともに、小中学校数も現在の２６校から３３校へと増加する。

　　　少子化が進展している中、学校間の規模の多様化や老朽化等に対応した学校施設整備が求められている。

　　　また、旧一宮町との合併後２年近く経過し、さらに音羽町・御津町との合併を控え、新市全域として、校区見直しの必要性も出ている。

　　　そこで、次の点についてお伺いする。

(１)　児童生徒数の動向と学校施設の課題について

(２)　校区見直しの考え方について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨
	通 告
月 日
	１２・　４
	通  告  者  名
	井　川　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　がん検診について
　　　がんは、１９８１年以降、日本人の死亡原因の第１位を占め、年間約３３万人以上が亡くなっている。近い将来には、２人に１人が、がんで亡くなることも予想されている。まさに、国民病といっても過言ではありません。

　　　残念ながら、早期発見・治療に役立つがん検診の受診率は、低い状況であります。がん検診の受診率アップについて伺います。

２　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置及び救命講習の普及促進について

　　　ＡＥＤは、平成１６年７月から医師や救急救命士に限らず、だれもが使えるようになりました。

　　　公共施設等に設置が進み、「心臓突然死」に救命の道が広がっています。

　　　ＡＥＤの設置、救命講習の状況と今後の予定について、伺います。


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩

	通 告
月 日
	１２・　４
	通  告  者  名
	小　林　琢　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　市長のマニフェストについて
　　　新市長は、「４つのお約束」と「５つのまちづくり」を提案され、今後の豊川市を運営されることになりました。また、「ほかのまちと同じことをしていたら変わらない、キラリと光る豊川にしたい」とのマニフェストを掲げ、現状の市政運営のほかに、多くの新しい公約をされています。

　　　豊川市の財政は、三位一体の改革が進み、たいへん厳しいものとなり、不交付団体として都市間競争が激しくなる中で、無駄を省き、健全な財政運営を目指さなくてはなりません。

　　　その中で、多くの公約を実現するための財源をどのようにするのか、省くもの、新設するもののバランスが必要となってくると考えます。

「行政経費は、そこに住む人の協力で節約できます。」というマニフェストにおける考えは、市民にどのような協力を望むのか。また、捻出した経費で、どのような「豊かさを実感できる豊川市」になるのか、今後の行政運営に期待するものであります。

また、市民の皆様への約束として提示した約束は、１期４年で実現すると公約されており、早期の実行がなされると考えます。

そこで、マニフェストにおける以下の点について伺います。

　　(１)　イベント開催可能な、陸上競技場全天候型グラウンドへの改修について

　　(２)　一宮地区コミュニティーバス路線の新設について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　子どもの医療費無料化の拡大について

　　　中学校卒業までの通院・入院医療費無料化の実現についての考えを伺う。

２　保育施策の充実について

　　　子育て支援の重要な柱である保育施策について、以下の点を伺う。

　(１)　保育料の値上げ計画の中止と負担軽減

　(２)　延長保育のおやつ代軽減と民間保育所運営費補助等の拡充

　(３)　全園での自園調理の給食実施などの施設整備

３　国際化・多文化共生施策の推進について

　　　国際化推進懇談会が「最終報告書」を提出したが、今後の国際化・多文化共生施策の推進について、以下の点を伺う。

　(１)　国際化推進懇談会「最終報告書」についての市長の認識

　(２)　学校教育はじめ外国人児童生徒への支援充実

　(３)　市民病院への通訳配置

　(４)　情報提供の多言語化

　(５)　無錫市新区との新たな友好都市提携についての考え

４　読書教育推進事業について

　　　市内の学校に図書館司書が、巡回指導を行う読書教育推進事業を拡充させることについて伺う。


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	大　嶽　理　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　市民参画について

　　　市長は、市民参画型行政を掲げられ、市民の声を行政にとおっしゃっています。そのためには、市民の声を取り入れるため、具体的にシステムを拡大していくことが必要だと考えます。

　　　そこで、伺います。

　(１)　審議会等、会議についての本市の認識について

２　子どもの放課後の居場所づくりについて

　　　平成１９年度より、文部科学省と厚生労働省の連携で、子どもの安全な放課後の居場所づくりを目的とした、「放課後子どもプラン」がスタートしました。これは、子どもと地域の方との交流を促すなど、運用しだいでは、子どもの感性にとって非常によい影響を与えるものだと感じます。

　　　そこで、伺います。

　(１)　「放課後子どもプラン」の現状と今後について


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬‐１
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	井　上　和　也

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　言　　　　　　　　の　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
	１　本市の行政情報の漏えいについて
自治体などの情報漏えいについて、各地でいろいろな事件が報道されているが、本市はどのような対策をされているか伺う。
２　視覚障害者のための情報バリアフリーの推進について
全国では視覚に障害を持つ方は、４０万人程度と言われていますが、その７割以上の方は、糖尿病などの後天的に障害を持たれているため、点字が読める人は、１０％弱にとどまっています。
こうした視覚障害の方への行政情報などの提供方法は、点字以外に音声テープなどがありますが、まだまだ十分とはいえない状況です。そのため、こうした生活情報を視覚障害者の方々に提供する手段として、「音声コード」と「活字文書読み上げ装置」による方法があります。視覚障害者に対して、情報提供にどう取り組まれているか、本市の見解を伺う。
３　介護予防事業について
本市における介護保険給付費の総額は平成１８年度決算では４７億９，０００万円で、平成１２年の介護保険制度発足時に比べると約２倍に膨らんでおります。要介護認定者数も、それに見合う増加があろうかと思います。
豊川市の高齢化率は、今年度１８．３％と聞いておりますが、平成２６年には２３％となることが予想され、要介護認定者並びに介護給付費は、今後ますます増加していくものと推察されます。

平成１８年度からの介護保険法の大幅改正では、明るく活力のある超高齢化社会の構築、制度の持続可能性という視点のなか、予防重視型システムへの転換という考え方が取り入れられ、介護予防事業への取組が行われました。
そこで、本市における介護予防事業の取組内容について伺う。

４　少子化問題について

国の少子化社会対策会議において、「夫婦の出生力の低下」という新たな現象と急速な少子化の進行を踏まえ、少子化の流れを変えるため、従来の取り組みに加え、もう一段の対策を推進することが必要といわれております。
政府・地方公共団体・企業等が一体となって、国の基本政策として次世代育成支援を進め、家庭や地域社会における「子育て機能の再生」を実現しようというものであります。


平成１９年豊川市議会第４回定例会一般質問一覧表（通告順）⑬－２
	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	井　上　和　也

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	「子どもと家族を応援する日本、重点戦略検討会議」における基本戦略分科会の中間報告、並びに、社会保障審議会の「人口構造の変化に関する特別部会」の指摘事項に対し、本市は、これを、どのように認識しているか伺う。
５　発達障害について

発達障害者支援法では、発達障害の定義を、自閉症や学習障害などの「脳機能の障害」であり、症状が低年齢で発現するものと初めて明記されました。そして、国と地方自治体に、早期発見、早期支援に必要な施策の実施を定めております。

具体的には、専門的な相談や助言、就労支援などを行う「発達障害者支援センター」を都道府県に置くことができると規定。１歳６カ月児健診と３歳児健診、就学時の各健診で「発達障害の早期発見に十分留意しなければならない」としています。
発達障害者支援法の施行を受け、本市として発達障害児者の発達支援の展望・ビジョンについて伺う。
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	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　市長の公約、所信表明、新体制のお考えについて

　　壮絶な市長選挙を戦いぬき、山脇新市長が誕生されました。多くの市民、市職員、市民の代弁者である議員にとっても、今回の選挙結果については、多くの課題を残すところになりました。

所信表明で市長が、市民にされた公約、また、ご提案されているまちづくり施策は、任期中に必ず実現させると市民にお約束をされております。

スタートした山脇市長新体制の中、本市の財政状況を考慮された新市長の思いが伝わってまいります。

円滑な市政運営をご期待するとともに、市民の関心が深い、次の点についてお伺いいたします。

　(１)　新市民病院建設問題について

　(２)　市長の退職金の全廃について

　(３)　副市長選任のお考えについて

　(４)　小坂井町との早期合併実現のお考えについて

　(５)　宝飯衛生組合の存続のお考えについて

　(６)　本市のスポーツ振興に対するお考えについて
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	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	藤　原　宏　樹

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　消防団員の確保について

消防団は、全国で約９０万人（Ｈ１８年４月）と、常備消防の職員の約６倍強のマンパワーを有し、安全確保、防災活動については、我が国最大規模の組織です。

職業を持ちながらも、昼夜を問わず各種災害に立ち向かい、地域の安心･安全の確保に大きく貢献しております。そんな中、近年では、消防団員の確保について苦慮をしていると聞いています。

そこで、まず、消防団員の全国の現状についてお伺いします。

２　東名高速道路赤塚スマートＩＣについて

道路整備における道路特定財源について、現在、国では、今後の具体的な道路整備について「中期計画」の案が示され、いろいろ議論がされておりますが、この東三河地域に関しても、昨年１２月に三河港周辺産業幹線道路ビジョンが策定された。

その中で、第一段階の緊急整備で、東名高速道路赤塚スマートＩＣ開設とアクセス道路整備の検討と記載されておりますが、本市に大変かかわるものだと思いますが、この内容についてお伺いします。

３　市長のマニフェストについて

今年１０月山脇市長は、（４つのお約束と３７の政策）を含むマニフェストを掲げ、市民からの信頼を得て新市長に就任されました。そこでマニフェストの中から以下の政策について伺います。

(１)　豊川文化協会への支援を拡大

(２)　御油松並木保護に向けた迂回路を整備

(３)　桜トンネル再生事業と河川水辺のいこい広場の整備
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	通 告
月 日
	１２・　６
	通  告  者  名
	高　橋　智　之

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　市長選挙期間中の選挙チラシ並びにマニフェストについて

市長は、先の選挙において、１１，０００票という大差を持って当選されました。

しかし、この票差のひとつは、「病院は緑豊かな場所こそ望ましい」という市民意識がはたらいた結果ではないでしょうか。

すでに、初登庁以来１ヶ月半がたちました。今、市民の最大関心事は計画どおり病院ができるか、医師不足になりはしないか、ということであります。医療関係者の意向を無視した結果、医師不足が生じたということがあってはなりませんし、さらに、医師がいない病院に充分な医療を期待することはできません。

医師不足を招かないためには、公約期日どおり市民病院を建設しなければなりません。

その他、市長は数々の公約を掲げられました。

そこで、伺います。

　(１)　財政面より伺う。

　(２)　情報公開について伺う。
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